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募 集催し・講座

税務職員募集
◆職　種／税務職員（高卒程度）
◆受験資格／次の①または②に該当する者
　① 令和5年4月1日において、高等学校または中等

教育学校を卒業した日の翌日から起算して3年を
経過していない者および令和6年3月までに高等
学校または中等教育学校を卒業する見込みの者

　②人事院が①に掲げる者に準ずると認める者
◆ 申し込み／6月19日（月）9:00～

6月28日（水）（受信有効）の期間中に、
人事院ホームページから申し込み

◆ 試 験 日 ／ １ 次 試 験 　 9 月 3 日
（日）、2次試験10月11日（水）
～10月20日（金）までのうち、
いずれか指定する日

◆問い合わせ先／名古屋国税局人事第二課試験係
　　　　　　　　☎052-951-3511（内線3451）

ホームページは
こちらから

◆ 業務内容／美濃市の小学校区ごとに開設する留
守家庭児童教室での指導員（対象となる児童は小
学１年生～６年生）

◆ 勤 務 先／美濃小学校区・牧谷小学校区・大矢
田小学校区・藍見小学校区・中有知小学校区の
いずれかの留守家庭児童教室

◆雇用期間／7月21日（金）～8月26日
（土）を予定
◆勤務時間／8:00～18:00までのう
ちで応相談
◆時　　給／1,027円
◆ その他／勤務先へはご自身での通勤をお願いします

※詳しくは、福祉子ども課（内線155）まで

詳細は
こちらから

「夏休み美濃市留守家庭児童教室」の
指導員を募集

◆ 問い合わせ先／自衛隊美濃加茂地域事務所（可茂
総合庁舎4F）(美濃加茂市古井町下古井2610-1)
☎0574-25-7495

関・美濃加茂公務員合同説明会
会場名 日　時 場　所 参加団体

可児 7月22日(土)
10:00~16:00

広見地区セン
タ ー 1 階 エ ン
トランスホー
ル(可児市広見
7丁目77-77)

防衛省·自衛隊
可児警察署

可茂消防事務組合
海上保安庁
岐阜刑務所
笠松刑務所

美濃加茂 7月23日(日)
10:00~16:00

可茂総合庁舎
5 階 大 会 議 室
(美濃加茂市古
井町2610-1)

防衛省·自衛隊
加茂警察署

可茂消防事務組合
海上保安庁
岐阜刑務所
笠松刑務所

関 7月29日（土）
10:00~16:00

わかくさ・プ
ラザ（関市若草
通2丁目1）

防衛省·自衛隊
関市役所
関警察署

中濃消防組合
海上保安庁
岐阜刑務所
笠松刑務所

◆ところ／岐阜県立関特別支援学校
　　　　　〒501-3938　関市桐ヶ丘一丁目2番地
◆対　象／ 病弱および肢体に障がいのある乳幼児

と保護者
◆問い合わせ先／岐阜県立関特別支援学校
　　　　　　　　☎0575-22-4238
　　　　　　　　担当／同校支援センター
※新型コロナウイルス感染症の拡大状況により中止
　する場合は、同校ホームページでお知らせします。

◆開催日程等

関特別支援学校 乳幼児教室

と　き 内　容

7月24日（月）
９:30～10:45

親子で歌・触れ合い遊び等を
楽しみましょう！
参加者同士の交流

ハローワーク関では、介護職に興味のある方、
介護職に就きたいと考えている方、介護分野の事
業所と直接お話がしたい方などのために、介護就
職デイを開催しています。ハローワークへの求職
登録の無い方でも参加できますので、ぜひ気軽に
お越しください。
◆と　き／６月９日（金）９:30～11:30
◆ところ／ ハローワーク関　2階会議室または面

接室
◆参加企業／ハローワークまで問い合わせください
◆留意事項／予約不要、入場自由、履歴書不要
◆問い合わせ先／ ハローワーク関
　　　　　　　　（関公共職業安定所）職業紹介部門
　　　　　　　　（☎22-3223）まで

令和5年度介護就職デイinせきの開催

体力増進！長寿わくわく体操教室
◆と　き／7月7日（金）から開始（全30回程度）

※毎回、13:30～15:00
◆ところ／中央公民館
◆対　象／75歳以上
◆参加費／無料
◆申し込み／ 電話で高齢福祉保険課（内線142）へ

申し込みください。
　※受付開始は6月8日(木)9:00から

＜高齢福祉保険課＞
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申し込み・問い合わせ先
美濃市健康文化交流センター（☎33-5010）まで

美濃市健康文化交流センターの催し
カフェ風スイーツ教室を開催

◆と　き／6月21日(水)
第1部　10:00～12:00
第2部　13:00～15:00

◆内　容／ラムレーズンサンド
◆定　員／各部10名

※定員になり次第、受付終了
◆受講料／3,500円（材料費／1,500円を含む）
◆講　師／松田えりな（元パティシエ・ママ）

市民バドミントン大会
◆と　き／６月18日(日)集合８:30
◆ところ／美濃市体育館（曽代）
◆種　目／部門別ダブルスのリーグ戦
　　　　　1部：経験2年未満
　　　　　2部：経験2年以上
　　　　　3部：オープン
　　　　　4部：親子（子どもは小学生以下）
　　　　　※1～3部のペアは当日抽選にて決定
◆ 参加資格／市内在住・在学・在職者およびクラブ員
◆参加費／無料
◆ その他／各部門3位までに賞状・賞品、全員に参加賞
◆ 申し込み／6月15日(木)までに（当日受付可）

市バドミントン協会の戸田敬一郎（☎090-
1411-3868）まで電話かファクス（37-2188）で
申し込みください。

＜人づくり文化課＞

◆開催日／６月18日（日）（雨天中止）
◆時　間／９:00～15:00（昼食各自持参）
◆会　場／和紙の里スポーツ広場テニスコート
◆参加資格／美濃市内在住の小・中学生
◆内　容／学年またはレベル別に組み分けをします
◆参加料／500円（スポーツ保険を含む）当日徴収
◆持ち物など／ 運動の出来る服装、テニスシュー

ズを持参ください
　ラケットの貸出有（本数制限有）
◆ 申し込み・問い合わせ先／

６月11日（日）17:00までに
美濃市テニス協会
小澤（090-8325-0218）・
市原（090-2615-7705）まで

＜人づくり文化課＞

第 18 回　美濃市民ジュニアテニス教室

★託児　1人　昼/400円　夜/500円　（早目の申込みを）   
★参加申込みが少ないときは中止する場合があります。   
★随時申込み可。参加したいときだけでOK

講座名 講師 定員 開催日 時間 その他 受講料

筋トレ＆
ボクサビクス 池上友之 10名

第1・3・5
火曜日

10:00~
11:00 ペットボトル500ml×2本（ト

レーニング用）、室内運動靴、
飲み物、タオル

600円
第2・4
木曜日

19:45~
20:45

ヨガ
樋口智子 10名

第2・4
火曜日

10:00~
11:00 ヨガマット（バスタオル可）、

飲み物、タオル

600円

スペシャルヨガ
90分コース 第３ 水曜日 10:00~

11:30 900円

バランスボール 奥村恵美 10名

第2・4
金曜日

10:00~
11:00 バランスボール（貸出し可：初

回無料、2回目以降有料100
円）、ヨガマット（バスタオル可）、
飲み物、タオル

600円
毎週 月曜日 19:30~

20:30

もみじっこエクササイズ　～リフレッシュしたい子育て世代のみなさんへ～　託児のご依頼も受付けます！

ホームページ LINE公式アカウント
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お知らせ
軽自動車の車検を受ける際に納税証明書が
不要になる軽ＪＮＫＳ（軽自動車税納付確
認システム）を知っていますか？

このシステムにより全国の軽自動車検査協会で軽
自動車税（種別割）の納付情報が確認できるようにな
りました。三輪・四輪の軽自動車については車検の
際に納税証明書の提示が原則不要になります。その
ため、令和５年度から口座振替で引き落としが確認
できた方へ納税証明書を送りませんのでご了承くだ
さい。
※ 二輪小型自動車（排気量250㏄超のバイク）は軽Ｊ

ＮＫＳ対象外のため今後も口座振替で引き落とし
が確認できた方へ納税証明書を送ります。

・ 軽自動車税を納付した直後の場合（納付情報が反映
されるまで約１～２週間かかります）

・名義を変更した直後の場合（中古車購入など）
・ 他の市町村から転入もしくは転出した直後の場合
・ 対象の車両に過去も含めて（前の所

有者分も含まれます）未納分がある
場合

※詳しくは、税務課（内線127）まで

次のケースでは、紙の納税証明書が
必要になる場合があります

軽JNKSについて

生活習慣病予防のためのヘルシークッキング
◆テーマ／減塩食品を使ってみよう！
◆と　き／6月28日（水）10:00～
◆ところ／美濃市健康文化交流センター2階

クッキングスタジオ
◆申し込み・問い合わせ先／保健センター

（☎33-0550）まで
◆材料費／300円
◆持ち物／ エプロン、三角巾、手拭タオル、

筆記用具
◆申込締切／6月20日(火)

第32回 りさいくるひろば
◆と　き／

6月  8日（木）　13:00～17:00
6月  9日（金）　  9:00～17:00
6月10日（土）　  9:00～17:00
6月11日（日）　  9:00～17:00
6月12日（月）　  9:00～17:00
6月13日（火）　  9:00～17:00
6月14日（水）　  9:00～13:00

◆ところ／道の駅美濃にわか茶屋
　　　　　(美濃市曽代2007番地)

◆内　容／ 子ども用品やマタニティ用品を持ち
寄って、みんなで交換しましょう。も
らったらうれしいなと思える物をお持
ちください。「譲るのみ」「もらうのみ」
の参加も可能です。

◆もらってうれしいもの
子ども服（150cm位まで）、水着、帽子、おも
ちゃ、絵本、学用品（鍵盤ハーモニカ、絵の具セッ
ト、習字セットなど。中身がそろっていなくて
もOK）特に110cm以上の子ども服や学用品大
歓迎！ベビーベッドなど、大きなものは鈴木ま
でご相談、連絡ください。※ぬいぐるみはご遠
慮ください。

◎ 開始直後は大変混み合います。
品物は随時補充します。
駐車場に限りがありますので、乗り合わせてお
越しください。

◆問い合わせ先／子育て支援もみじっこ 
鈴木 ☎090-9145-5332

akazaru000@gmail.com

※ スタッフ募集中！りさいくるひろばのスタッ
フはすべてボランティアです。子どもを遊ば
せながらできる簡単なお仕事で、お子さんの
都合でのキャンセルもスタッフで助けあって
対応します。



■会館の案内
　〇開館時間／9:00～17:00（入館は16:30まで）
　〇休 館 日／毎週火曜日(火曜日が祝日の場合は開館)および祝日の翌日
　〇入 館 料／大人500円、小中学生250円（団体割引あり）、市内の小中学生と70歳以上の方は入館料無料
※企画展の詳細など会館に関する問い合わせは、美濃和紙の里会館（☎34-8111）
　または会館ホームページをご覧ください。

美濃和紙の里会館からのお知らせ
※企画展の内容や期日等は変更になる場合があります。

平面から立体へ…紙造形作家「秋山美歩」により作られる紙のどうぶつたちの
「生きている」表情をご覧ください。

■開催中の企画展
秋山美歩　紙のどうぶつたち
～７月17日（月・祝）まで

ここから
ホームページへ
アクセスできます

NPO法人四つ葉のコウゾからのお知らせ  問い合わせ先 ☎35-0522

音楽三昧 No.2ピアノトリオコンサート音楽三昧 No.2ピアノトリオコンサート

美濃市芸術文化協働推進事業
第69回ウタガキ・美濃
歌声喫茶 第8弾

美濃市芸術文化協働推進事業
第69回ウタガキ・美濃
歌声喫茶 第8弾

■と　き／6月24日（土）開演15：00
■ところ／美濃市健康文化交流センター
■入場料／一般2,500円
　　　　　高校生以下1,500円
　　　　　（未就学児入場不可）
■出　演／ヴァイオリン：川上裕司
　　　　　チェロ：山田真吾
　　　　　ピアノ：前田祐里

■と　き／6月17日（土）
　　　　　開演19：00
■ところ／道の駅美濃にわか茶屋
■入場料／1,000円
　※ドリンク・お菓子付き
●歌詞カードは500円です。以
前に参加されて歌詞カードを購
入済みの方はお持ちください。

みの あーと いんふぉ作品展
̶美濃和紙国際交流展『ここにはある』̶

～ Final Exhibition Vol.1～

みの あーと いんふぉ作品展
̶美濃和紙国際交流展『ここにはある』̶

～ Final Exhibition Vol.1～

■と　き／9月24日（日）まで
　　　　　土日のみ随時13：00～16：00
■ところ／吉田工房（美濃市泉町1880）
■入場料／無料

吉田工房で開催するMino Art Info
作品展の監視アルバイトを募集しま
す。　　　　　　　詳細はこちら▶

作品展監視アルバイト募集！

文化会館　休館日／ 6月6日（火）・13日（火）・20日（火）・27日（火）

※都合によりイベントの開催を中止する場合があります

（一社）美濃青年会議所創立60周年記念事業
Dr.コトー、美濃和紙にすかれる。
～『Dr.コトー診療所』 ⓒ山田貴敏 原画展～
7月20日（木）～10月9日（月・祝）まで

■次回企画展

■ワークショップ（創作教室）開催！ ※入館料別途 ※小学生以下は保護者同伴
◆指導／秋山美歩
◆内容／ペーパークラフトを和紙で飾り付けて、自分だけの紙の動物を作ります。
　　　　サワガニは紙すき体験も行い、自分で漉いた和紙も用いて制作します。

※申込方法及び詳細についてはこちら▶

す
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＜土木課＞

川での水難事故が多発しています。川遊びをするとき
や、魚釣りをするときは、必ず、ライフジャケットを着
用しましょう。また、お酒を飲んだら川には入らないよ
うにしましょう。特に、川を泳いで渡ろうとすることは
絶対にしないでください。川には危険が潜んでいます。
十分注意して水難事故を防ぎましょう。

川での水難事故を防ぎましょう

　6月7日（水）11:00頃、全国一斉に、全国瞬時警
報システム（Ｊアラート）による試験用の「国民保護
情報」が発表される予定です。

　6月15日（木）10:00頃、全国一斉に、全国瞬時
警報システム（Ｊアラート）による訓練用の「緊急地
震速報」が発表される予定です。

　市においても同報無線、
あんしんメールによる試験
放送を実施する予定ですの
で、ご理解とご協力をお願
いします。
　ただし、気象・地震活動
の状況等によっては中止の
場合があります。

＜総務課＞

いよいよ夏がやってきました！気温・湿度がともに上昇するこの季節は、毎年熱中症による救急搬送者が
増加しています。熱中症は重度の場合死に至ることもあります。予防のため、以下のポイントに注意して生
活しましょう。

①部屋の温度をこまめにチェック！！
②のどが渇かなくてもこまめに水分補給！
③ 外出時は体をしめつけない涼しい服装で、日よけ 対策も！
④無理をせず、適度に休憩を！
⑤ 日ごろから栄養バランスの良い食事と体力づくりを！

また、体温調節機能が未熟な子どもや、暑さに対する体の反応が弱
くなっている高齢者は特に注意が必要です。家族全員で対策を心掛
け、元気で楽しい夏を過ごしましょう！

◀︎水難事故等に関する
よくある質問

（岐阜県ホームページ）

<中濃消防組合>

熱中症予防のポイント

熱中症に気をつけましょう！

6月4日（日）～10日（土）は
「危険物安全週間」です
ガソリン、灯油、油性塗料などの危険物は、一

般家庭や事業所になくてはならないものですが、
取り扱いを誤ると、引火や爆発を引き起こす恐れ
があります。

実際に、危険物の漏えいや爆発事故の原因の大
半は、施設の点検不良や操作ミスなどの人為的な
ミスによるものです。

危険物を取り扱う場合は、細心の注意をはらっ
て、安全確保に努めなければなりません。

6月4日（日）～10日（土）までの1週間、「意志つ
なぐ連携プレーで事故防ぐ」を推進標語として、令
和５年度危険物安全週間を実施します。

ぜひこの機会に危険物の取り扱いをしている事
業所はもちろん、ご家庭でも危険物への一層の注
意をお願いします。

<中濃消防組合>

「国民保護情報」試験放送、
「緊急地震速報」訓練放送の実施



■会館の案内
　〇開館時間／9:00～17:00（入館は16:30まで）
　〇休 館 日／毎週火曜日(火曜日が祝日の場合は開館)および祝日の翌日
　〇入 館 料／大人500円、小中学生250円（団体割引あり）、市内の小中学生と70歳以上の方は入館料無料
※企画展の詳細など会館に関する問い合わせは、美濃和紙の里会館（☎34-8111）
　または会館ホームページをご覧ください。

美濃和紙の里会館からのお知らせ
※企画展の内容や期日等は変更になる場合があります。

平面から立体へ…紙造形作家「秋山美歩」により作られる紙のどうぶつたちの
「生きている」表情をご覧ください。

■開催中の企画展
秋山美歩　紙のどうぶつたち
～７月17日（月・祝）まで

ここから
ホームページへ
アクセスできます

NPO法人四つ葉のコウゾからのお知らせ  問い合わせ先 ☎35-0522

音楽三昧 No.2ピアノトリオコンサート音楽三昧 No.2ピアノトリオコンサート

美濃市芸術文化協働推進事業
第69回ウタガキ・美濃
歌声喫茶 第8弾

美濃市芸術文化協働推進事業
第69回ウタガキ・美濃
歌声喫茶 第8弾

■と　き／6月24日（土）開演15：00
■ところ／美濃市健康文化交流センター
■入場料／一般2,500円
　　　　　高校生以下1,500円
　　　　　（未就学児入場不可）
■出　演／ヴァイオリン：川上裕司
　　　　　チェロ：山田真吾
　　　　　ピアノ：前田祐里

■と　き／6月17日（土）
　　　　　開演19：00
■ところ／道の駅美濃にわか茶屋
■入場料／1,000円
　※ドリンク・お菓子付き
●歌詞カードは500円です。以
前に参加されて歌詞カードを購
入済みの方はお持ちください。

みの あーと いんふぉ作品展
̶美濃和紙国際交流展『ここにはある』̶

～ Final Exhibition Vol.1～

みの あーと いんふぉ作品展
̶美濃和紙国際交流展『ここにはある』̶

～ Final Exhibition Vol.1～

■と　き／9月24日（日）まで
　　　　　土日のみ随時13：00～16：00
■ところ／吉田工房（美濃市泉町1880）
■入場料／無料

吉田工房で開催するMino Art Info
作品展の監視アルバイトを募集しま
す。　　　　　　　詳細はこちら▶

作品展監視アルバイト募集！

文化会館　休館日／ 6月6日（火）・13日（火）・20日（火）・27日（火）

※都合によりイベントの開催を中止する場合があります

（一社）美濃青年会議所創立60周年記念事業
Dr.コトー、美濃和紙にすかれる。
～『Dr.コトー診療所』 ⓒ山田貴敏 原画展～
7月20日（木）～10月9日（月・祝）まで

■次回企画展

■ワークショップ（創作教室）開催！ ※入館料別途 ※小学生以下は保護者同伴
◆指導／秋山美歩
◆内容／ペーパークラフトを和紙で飾り付けて、自分だけの紙の動物を作ります。
　　　　サワガニは紙すき体験も行い、自分で漉いた和紙も用いて制作します。

※申込方法及び詳細についてはこちら▶

す
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農
民
と
祢
宜
殿
と
大お

ろ
ち蛇

で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
大
蛇
に
農
民
が
飲
み
込
ま
れ
て
し

ま
う
と
、
祢
宜
殿
が
出
現
し
、
素す

さ
の
お
の
み
こ
と

戔
嗚
尊

に
変
身
し
大
蛇
を
退
治
し
ま
す
。
同
時
に

舞
台
の
上
段
で
は
猩し

ょ
う
じ
ょ
う々

姫ひ
め

と
竜た
つ

の
絡か
ら

む
カ

ラ
ク
リ
も
演
じ
ら
れ
ま
す
。
神
は
村
人
と

共
に
こ
の
芸
能
を
い
っ
ぱ
い
楽
し
み
、
満

足
し
て
神
社
に
戻
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
大
が
か
り
で
壮
大
な
祭
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
国
選
択
無
形
民

俗
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

旧
暦
９
月
８
日
の
祭
日

大
矢
田
神
社
の
祭
礼
は
、
少
な
く
と
も

江
戸
時
代
の
初
め
か
ら
、
旧
暦
９
月
８
日

の
日
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
昭
和
40
年

（
１
９
６
５
）か
ら
４
月
の
祭
礼
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
本
来
の
祭
り
に
戻
し
た
い

と
い
う
こ
と
で
、
昨
年
か
ら
旧
暦
９
月
８

日
に
近
い
日
、
10
月
の
第
３
土
曜
日
の
翌

日
に
決
め
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
コ

ロ
ナ
流
行
前
に
計
画
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

実
施
が
延
び
て
い
ま
し
た
。

古
い
時
代
か
ら
ず
っ
と
続
い
て
き
た
こ

の
旧
暦
９
月
８
日
と
は
、
い
っ
た
い
ど
の

よ
う
な
日
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
な

ぜ
こ
の
日
を
選
ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
考
え

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

日に
ち

に
あ
た
り
ま
す
。
１
月
８
日
が
初
薬
師

と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
毎
月
の
８
日
は

薬
師
の
縁
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
祭
神
牛

頭
天
王
の
祭
り
は
薬
師
如
来
の
祭
り
で
も

あ
る
わ
け
だ
か
ら
、
高
橋
秀
雄
氏
の
云
わ

れ
る
よ
う
に
、
牛
頭
天
王
社
の
９
月
８
日

の
祭
り
は
薬
師
如
来
の
お
祭
り
の
日
と
考

え
て
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

実
際
大
矢
田
地
区
内
の
半は

道み
ち

の
順
心
寺
で

は
９
月
８
日
に
薬
師
如
来
の
祭
り
を
行
っ

て
い
ま
す
。

御み

嵩た
け

薬や
く

師し

祭
り

薬
師
如
来
と
牛
頭
天
王
と
の
関
係
を
み

る
た
め
に
、
岐
阜
県
の
代
表
的
な
薬
師
如

来
の
祭
礼
を
一
つ
紹
介
し
ま
す
。
御み

嵩た
け

町ち
ょ
う

の
大お
お

寺で
ら

山さ
ん

願が
ん

興こ
う

寺じ

は
蟹か
に

薬
師
と
い
っ
て
、

薬
師
如
来
を
本
尊
と
し
た
古こ

刹さ
つ

の
天
台
宗

寺
院
で
す
が
、
４
月
１
日
に
有
名
な
祭
礼

を
行
っ
て
い
ま
す
。
境
内
に
一
対
の
大お

お

山や
ま

と
楽
車
が
登
場
し
ま
す
。
大
山
は
、
高
さ

10
m
、
幅
が
４
m
、
奥
行
き
５
m
ほ
ど
の

人
工
の
作
り
山
で
、
山
門
の
後
ろ
に
本
堂

に
向
か
っ
て
構
築
さ
れ
、
こ
の
大
山
の
前

で
人
形
の
芸
能
と
滑か

っ
し
ゃ車
を
用
い
た
カ
ラ
ク

リ
人
形
が
演
じ
ら
れ
ま
す
。
大
矢
田
神
社

は
自
然
の
山
、
御
嵩
薬
師
は
人
工
の
山
と

い
う
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
で
演
じ

　

旧
暦
９
月
８
日
の
祭
り

近
年
、
美
濃
市
の
神
社
で
は
、
祭
礼
を

元
の
形
に
戻
し
た
り
、
廃
絶
し
て
い
た
祭

り
を
復
活
さ
せ
た
り
す
る
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
お
り
、
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
今
回
は
一
例
と
し
て
大
矢
田
神
社

の
ひ
ん
こ
こ
祭
り
を
取
り
上
げ
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

大
矢
田
神
社
の
祭
礼
ひ
ん
こ
こ
祭

ひ
ん
こ
こ
祭
り
は
、
も
み
じ
谷
の
奥
に

鎮
座
す
る
神
が
、
御み

輿こ
し

に
乗
っ
て
祭
り
場

の
庁ち

ょ
う

屋や
（
御お

旅た
び

所し
ょ

）に
渡と

御ぎ
ょ

し
、
村
人
と
一

緒
に
な
っ
て
祭
り
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
よ

う
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
祭
り
場
に
面

し
た
小
山
の
中
腹
に
拵こ

し
ら

え
ら
れ
た
舞
台
で

は
、
ひ
ん
こ
こ（
祢ね

宜ぎ

殿ど
の

の
人
形
、
２
４
０

㎝
ほ
ど
）が
御
迎
え
の
舞
を
舞
い
ま
す
。
笹さ

さ

渡わ
た

り（
笹
を
持
っ
た
人
が
先
頭
の
行
列
）が

行
わ
れ
、
二
輛り

ょ
う

の
楽だ
ん
じ
り車（
山だ

し車
）が
曳ひ

き
出

さ
れ
、
楽
車
の
上
で
は
稚ち

ご児
舞ま
い

・
獅し

し子
舞ま
い

が
行
わ
れ
、
そ
れ
が
終
わ
る
と
、
山
腹
の

舞
台
で
は
、
ひ
ん
こ
こ
の
舞
で
あ
る
麦む

ぎ

ま

き
神
事
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
は
11
人
の

大
矢
田
神
社
の
祭
礼
に
つ
い
て
の
説
明

書
や
報
告
書
な
ど
は
、
非
常
に
た
く
さ
ん

出
版
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
点
を
説
明

し
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
旧

暦
９
月
８
日
の
祭
り
は
珍
し
い
の
で
、
説

明
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
が
、
解
明
が
難
し
い
と
い
う
こ
と

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
芸
能
に
詳
し
い

著
名
な
高
橋
秀
雄
氏
は
、
ひ
ん
こ
こ
祭
り

は「
薬
師
の
祭
礼
」と
書
い
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
大
変
貴
重
な
見
解
だ
と
思
い
ま
す
。

高
橋
氏
の
こ
の
見
解
を
重
要
視
す
る
な
ら
、

９
月
８
日
は
薬や

く

師し

如に
ょ

来ら
い

の
祭
礼
の
日
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
残
念
な
こ
と
に
高

橋
氏
の
こ
の
本
も
論
文
の
題
名
も
、
メ
モ

が
な
く
て
、
目
下
探
索
中
で
す
。

大
矢
田
神
社
は
、
江
戸
時
代
ま
で
は
牛ご

頭ず

天て
ん
の
う王
社
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
祭
神
は
牛

頭
天
王
で
し
た
。
こ
の
時
代
は
神し

ん

仏ぶ
つ

習し
ゅ
う

合ご
う

の
時
代
で
、
神
と
仏
は
一
体
の
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
例
え
ば
八
幡
神
は

阿あ

弥み

陀だ

如に
ょ

来ら
い

、
白
山
神
は
十
一
面
観
音
、

天あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

照
大
神
は
大だ
い
に
ち
に
ょ
ら
い

日
如
来
と
い
う
よ
う
に
、

あ
の
世
に
仏
、
こ
の
世
に
は
神
が
対つ

い

に
な
っ

て
存
在
す
る
と
い
う
考
え
方
で
し
た
。
牛

頭
天
王
は
、
薬
師
如
来
と
習
合
し
て
お
り
、

同
一
の
神
と
仏
と
い
う
関
係
で
し
た
。

そ
も
そ
も
８
日
は
本
来
薬
師
如
来
の
縁え

ん



15 広報みの 2023.6.1

美
濃
市
史
編
纂
室（
古
田
憲
司
）

楽車の上で獅子舞が行われている。
楽車は古い時代の特徴を備えている。

写真提供　梅村文男氏

山の舞台は三段から成り立っている。下の段では麦まき神事が行われる。この場面は大蛇
が農民をのみ込もうとしている。上の段に屋形があり、猩々姫がいる。頭の髪から、顔及
び衣装すべて朱紅色にまとめられた姫と、二段から滝を昇り降りする竜はカラクリ人形で
ある。観客はこれらの芸能を下の祭り場から仰いで鑑賞することになっている。幕に付い
ている神社の紋所は木瓜（もっこう）であるが、祇園社や津島天王社のものとは少し違い、
大矢田神社独自の紋である。

写真提供　梅村文男氏

ら
れ
る
芸
能
は
よ
く
似
て
い
ま
す
。
御
嵩

で
は
、
人
工
の
山
と
本
堂
の
間
を
楽
車
が

行
き
来
し
ま
す
が
、
楽
車
の
上
で
は
稚ち

児ご

の
舞
が
舞
わ
れ
、
楽
車
の
先さ
き

祓は
ら
い

と
し
て
獅

子
の
舞
が
演
ぜ
ら
れ
ま
す
。
大
矢
田
神
社

の
祭
礼
と
よ
く
似
て
い
ま
す
。

祭
礼
日
の
未
明
に
、
近
く
に
鎮
座
す
る

津
島
神
社（
祭
神
牛
頭
天
王
）か
ら
松
を
曳ひ

い
て
き
て
、
松
を
立
て
る
行
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。
願
興
寺
の
記
録
で
あ
る『
大
寺
記
』

に
は
、
薬
師
如
来
を
頂
い
た
大
蛇
が
池
の

中
か
ら
出
現
し
て
、「
吾
ハ
コ
レ
牛
頭
天
王

ノ
子
ナ
リ
」と
告
げ
た
と
記
し
て
い
ま
す
。

願
興
寺
の
祭
り
、
伝
承
を
見
る
と
、
薬
師

如
来
と
牛
頭
天
王
と
の
関
係
の
深
さ
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

牛
頭
天
王
社
と
大
矢
田
紙
市

牛
頭
天
王
は
、
平
安
時
代
に
日
本
に
上

陸
し
た
異
国
の
神
で
、
当
初
は
疫え

き

病び
ょ
う

を
ま

き
散
ら
す
、
人
々
に
恐
れ
ら
れ
た
行ぎ

ょ
う

疫や
く

神じ
ん

で
し
た
が
、
後
に
疫
病
か
ら
人
々
を
護ま
も

る

防ぼ
う

疫え
き

神じ
ん

・
除じ
ょ

疫え
き

神じ
ん

と
な
り
ま
し
た
。
牛
頭

天
王
は
、
京
都
の
祇
園
社
に
祀
ら
れ
、
尾

張
の
津
島
神
社
な
ど
の
よ
う
に
全
国
の
町

に
勧か

ん

請じ
ょ
う

さ
れ
て
広
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

大
矢
田
に
は
か
つ
て
紙
市
が
あ
っ
て
、

六ろ
く

斎さ
い

市い
ち

と
し
て
繁
栄
し
て
い
ま
し
た
。
こ

の
地
に
大
き
な
町
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
町
場
で
は
、
特
に
夏
に

流
行
る
疫
病
に
悩
ま
さ
れ
て
お
り
、
疫
病

退
散
の
神
と
し
て
、
祇
園
社
あ
る
い
は
津

島
天
王
社
か
ら
勧
請
し
、
祀
ら
れ
た
神
社

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

牛
頭
天
王
を
祀
る
神
社
は
、
祇
園
祭
を

大
祭
と
し
て
い
る
場
合
が
多
く
、
旧
暦
９

月
８
日
の
祭
礼
日
の
例
は
今
の
と
こ
ろ
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
９
月

８
日
は
大
矢
田
神
社
の
特
異
な
と
こ
ろ
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

  

追
記

現
在
大
矢
田
神
社
で
は
、
祭
神
は
素
戔

嗚
尊
と
天あ

め
の
わ
か
ひ
こ
み
こ
と

稚
彦
命
と
な
っ
て
い
ま
す
。
牛

頭
天
王
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
後
日
機
会

を
設
け
て
述
べ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

『
中
世
京
都
と
祇
園
祭
』　

脇
田
晴
子

『
ひ
ん
こ
こ
祭
』　　
　
　

山
田
清

『
平
成
喪
山
考
』　　
　
　

山
田
清

「
大
矢
田
ヒ
ン
コ
コ
祭
」　

西
岡
陽
子

「
御
嵩
薬
師
祭
礼
」　　
　

西
岡
陽
子

（『
山
・
鉾
・
屋
台
の
祭
り
』所
収
）

参
考
文
献



▲色鮮やかな花みこしが乱舞した総練り
の様子

美
濃
に
春
本
番
を
告
げ
る
美
濃
ま
つ
り
が
４
月

８
日
と
９
日
に
開
催
さ
れ
、
地
元
住
民
や
観
光
客

は
、
花
み
こ
し
や
山
車
を
楽
し
み
ま
し
た
。

美
濃
ま
つ
り
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
３
年
連
続
で
中
止
と
な
り
、
開
催
ま
で

に
苦
労
と
困
難
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ル
ー
ト
を
例

年
よ
り
も
短
縮
す
る
な
ど
今
で
き
る
最
大
限
の
形

で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

初
日
は
、
大
小
の
花
み
こ
し
15
基
が
「
オ
イ
サ

ー
、
オ
イ
サ
ー
」
の
掛
け
声
や
太
鼓
の
音
を
響
か

せ
な
が
ら
町
並
み
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。
夜
に

は
、
13
町
内
の
有
志
に
よ
る「
美
濃
流
し
仁
輪
加
」

が
目
の
字
通
り
の
４
カ
所
で
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

２
日
目
に
は
、
山
車
や
練
り
物
の
奉
納
が
八
幡

神
社
で
行
わ
れ
、
見
物
客
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し

た
。 4

8・9

４
月
25
日
、
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
、

４
月
18
日
に
告
示
し
、
23
日
に
執
行
さ
れ
た
士
幌
町

議
会
議
員
選
挙
の
当
選
証
書
付
与
式
が
執
り
行
わ

れ
、
士
幌
町
選
挙
管
理
委
員
会
の
河
江
信
一
委
員
長

か
ら
当
選
し
た
12
名
に
当
選
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。河

江
委
員
長
は「
町
民
か
ら
大
き
な
期
待
を
寄
せ
ら

れ
た
皆
様
が
、
今
後
４
年
間
、
そ
の
知
識
と
経
験
を

存
分
に
発
揮
さ
れ
、
町
民
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
こ

と
を
心
か
ら
期
待
す
る
」
と
述
べ
、
髙
木
町
長
は
「
山

積
し
て
い
る
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
お
互
い
の
役

割
を
発
揮
し
、
信
頼
と
密
接
な
連
携
に
よ
っ
て
、
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

12
名
に
当
選
証
書
を
付
与

　
　
　 

〜
士
幌
町
議
会
議
員
選
挙
〜

性
の
自
由
な
表
現
が
で
き
る
よ
う
に武

義
高
生

男
性
は
女
性
を
、
女
性
は
男
性
を
好
き
に
な
る
の
が

当
た
り
前
、
常
識
と
考
え
て
は
い
ま
せ
ん
か
。
こ
の
よ
う

な
考
え
方
に
囚
わ
れ
て
い
る
と
、
知
ら
な
い
内
に
L
G
B
T

の
人
達
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

L
G
B
T
と
は
、
同
性
に
好
意
を
抱
く
レ
ズ
や
ゲ
イ

な
ど
の
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
総
称
で
す
。
他
に
も
、

自
身
の
性
を
男
女
に
限
定
し
な
い
人
の
こ
と
を
Ｘ
ジ
ェ

ン
ダ
ー
、
性
的
指
向
が
性
別
に
囚
わ
れ
な
い
人
の
こ
と

を
バ
イ
セ
ク
シ
ャ
ル
と
呼
び
ま
す
。
日
本
で
は
、
人
口

の
約
３
か
ら
10
パ
ー
セ
ン
ト
が
L
G
B
T
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
実
際
は
L
G
B
T
だ
と
言
い
出
せ
な
い
人

が
ほ
と
ん
ど
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
過
去
に
、
男
子
学

生
が
好
き
な
人
に
ゲ
イ
だ
と
告
白
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の

人
は
「
自
分
だ
け
の
秘
密
に
し
て
お
け
な
い
」
と
言
っ

て
、
L
I
N
E
の
グ
ル
ー
プ
で
そ
の
男
子
学
生
が
ゲ
イ

だ
と
言
う
事
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
行
為
は
ア
ウ
テ
ィ

ン
グ
と
呼
ば
れ
て
い
て
、
本
人
の
同
意
な
し
に
「
あ
の

人
は
L
G
B
T
だ
」
と
言
う
こ
と
で
す
。
人
を
精
神
的

に
傷
つ
け
る
行
為
な
の
で
、
日
本
で
も
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ

を
禁
止
す
る
条
例
を
採
択
し
て
い
る
都
道
府
県
が
あ
り

ま
す
。
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ
は
、
言
っ
た
人
に
悪
気
が
な
く

て
も
、
充
分
に
人
を
傷
つ
け
る
要
因
に
な
り
う
る
の

で
、
発
言
す
る
前
に
よ
く
考
え
る
べ
き
で
す
。

L
G
B
T
で
あ
る
こ
と
は
、
決
し
て
欠
点
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
自
分
の
性
別
は
、
自
分
で
自
由
に
決
め
て
良

い
の
で
す
。
社
会
的
な
性
に
囚
わ
れ
ず
、
性
表
現
を
自

由
に
行
え
る
よ
う
な
国
に
な
っ
て
い
け
る
よ
う
に
、
私

も
普
段
の
生
活
か
ら
意
識
し
て
い
き
た
い
で
す
。

４
年
ぶ
り
に
美
濃
ま
つ
り
が

う
だ
つ
の
上
が
る
町
並
み

で
開
催
さ
れ
ま
し
た

しほろだよりしほろだより

まちかどスケッチに掲載できなかった
市内の話題は市のホームページから
見ることができます。

〔図書資料展示のご案内〕

 

　

一般書 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
『新しい「歯」のトリセツ』
照山 裕子∥著、
日経BP　　　【497.9テ】

休館日　6月５日(月)・12日(月)・19日(月)・23日(金)・26日(月)  7月3日(月)・10日(月)・18日(火)・2４日(月)・2８日(金)・31日(月)

児童書 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
『飼育員がつくったサルの図鑑』
日本モンキーセンター∥作、
くもん出版　　【489シ】

6月4日は、虫歯予防デーです。 この日
は、虫歯予防の大切さを伝えることを目的
に制定された記念日です。1日1回口の中
を見ていますか? ここでは、自分の歯で長く食べ続けるた
めの歯の基本ケア、口の老化を防ぐ方法、歯を守る食事、
歯科での治療・プロのケアなど、“食べる力” を長く保ちた
い人に役立つ情報がわかりやすく紹介されています。

漁をするコモンマーモセット、ぼうし
をかぶっているようなボウシテナガザ
ル、胃ぶくろが3つもあるアンゴラコロ
ブス、なかまが大好きなハイイロウーリーモンキー…。
サル専門動物園のスタッフが、サルのなかまに関心をもっ
てほしい、好きになってほしい、そして実際に見にきて
ほしいという思いで56種+1種(ヒト)を紹介しています。

〔今月の特集のご案内〕
●《 一般書 》

●《 児童書 》

ここからホームページへ
アクセスできます

花や木の話で、物語の「ずかん」にし
ました。植物にどんな物語があるの
か読んでみてください。

「植物ずかん」

『花屋さんが言うことには』
山本 幸久∥著、ポプラ社

私たちの生活の中には、さまざまな毒が存在して
います。身近にひそむキケンを学びましょう。

「毒の世界」（2階）

『みんなが知りたい!不思議な「毒」のすべて』
「毒のすべて」編集室∥著、

メイツユニバーサルコンテンツ

デイキャンプ、オートキャンプ、ツーリ
ングキャンプ、グランピング、お家で出
来るキャンプ…どれを選びますか？

「キャンピング」

『自転車キャンプ大全』
田村 浩∥著、技術評論社

6月12日は「日記の日」です。日記の
中には秘密が隠されているかも…

「カルチャー～日記を覗くと～」

『秘密は日記に隠すもの』
永井 するみ∥著、双葉社

有名な「大切なものは、目に見えない 」
は『星の王子さま』を代表する一文です。

「『星の王子さま』出版80周年」

『星の王子さま 新訳』
アントワーヌ・ド・サン＝テグジュペリ∥作、阿部出版

「郷土の頁～学校物語①」
「ブックポケット」
のコーナー等もご利用ください。

〔こどもとしょかんからのおしらせ〕
●おさかなかいてね！

おとうさん
『おとうさんのこわいはなし』
かとう まふみ∥作・絵、岩崎書店

おかあさん
『ねえ!おかあさん』
藤本 ともひこ∥作・絵、ニコモ

雨をたのしむえほん
『ふしぎなかさやさん』
たなか 鮎子∥作、講談社

今月のおすすめ本～天気のお話～
『天気を知って備える防災雲図鑑』
荒木 健太郎∥著、文溪堂

　こどもとしょかんでは、さかなの絵
を募集します。
募集期間／6月1日（木）～6月22日（木）
用　　紙／カウンターでもらえます。

●郷土作家展示「飛山濃水の文学」
期　間／６月27日（火）～７月27日（木）
場　所／3階　雑誌架横

「こいのぼり」「ぞうさん」「はたけへいこうよ」
「このほんよんでね！」みなさんからのおすすめ絵本です。

絵　本：

　さかなの絵がかけたら、カウンターへ
出してください。さかなの絵は7月の絵本
コーナーで掲示します。楽しいさかなの
絵を待っています。

岐阜県図書館で開催された、「飛山濃水の文学」の展示を今回、美濃市
図書館で展示します。明治・大正・昭和に活躍した郷土作家11人（小説家８人、
児童文学作家３人）の足跡を辿り、彼らが残した言葉を伝える企画展示です。
郷土の作家たちの作品と出会えるこの展示をご覧ください。

「飛山濃水の文学」
『美濃』
小島 信夫∥著、
講談社

「飛山濃水の文学」
『あほろくの
川だいこ』
岸 武雄∥ぶん、
ポプラ社

https://www.lib.city.mino.gifu.jp/　☎35-2280
〒501-3701 美濃市殿町1571-2 小倉公園内

おすすめの
一冊
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や
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に
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で
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と
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に
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と
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が
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り
も
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る
な
ど
今
で
き
る
最
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の
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の
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の
花
み
こ
し
15
基
が
「
オ
イ
サ

ー
、
オ
イ
サ
ー
」
の
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け
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や
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の
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を
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な
が
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を
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り
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町
内
の
有
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に
よ
る「
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流
し
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輪
加
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が
目
の
字
通
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の
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で
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目
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山
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や
練
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物
の
奉
納
が
八
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社
で
行
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、
見
物
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を
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い
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に
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当
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が
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管
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の
河
江
信
一
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員
長

か
ら
当
選
し
た
12
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に
当
選
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。河

江
委
員
長
は「
町
民
か
ら
大
き
な
期
待
を
寄
せ
ら

れ
た
皆
様
が
、
今
後
４
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間
、
そ
の
知
識
と
経
験
を

存
分
に
発
揮
さ
れ
、
町
民
の
負
託
に
応
え
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れ
る
こ

と
を
心
か
ら
期
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る
」
と
述
べ
、
髙
木
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長
は
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山
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る
課
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を
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た
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、
お
互
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、
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頼
と
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接
な
連
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に
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て
、
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ち
づ
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進
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述
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を
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に
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が
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、
常
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と
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え
て
は
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ま
せ
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。
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よ
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な
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に
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と
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な
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内
に
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の
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を
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や
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総
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す
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の
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の
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、
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的
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が
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に
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の
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と
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10
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出
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ど
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で
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まちかどスケッチに掲載できなかった
市内の話題は市のホームページから
見ることができます。
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『飼育員がつくったサルの図鑑』
日本モンキーセンター∥作、
くもん出版　　【489シ】

6月4日は、虫歯予防デーです。 この日
は、虫歯予防の大切さを伝えることを目的
に制定された記念日です。1日1回口の中
を見ていますか? ここでは、自分の歯で長く食べ続けるた
めの歯の基本ケア、口の老化を防ぐ方法、歯を守る食事、
歯科での治療・プロのケアなど、“食べる力” を長く保ちた
い人に役立つ情報がわかりやすく紹介されています。

漁をするコモンマーモセット、ぼうし
をかぶっているようなボウシテナガザ
ル、胃ぶくろが3つもあるアンゴラコロ
ブス、なかまが大好きなハイイロウーリーモンキー…。
サル専門動物園のスタッフが、サルのなかまに関心をもっ
てほしい、好きになってほしい、そして実際に見にきて
ほしいという思いで56種+1種(ヒト)を紹介しています。

〔今月の特集のご案内〕
●《 一般書 》

●《 児童書 》

ここからホームページへ
アクセスできます

花や木の話で、物語の「ずかん」にし
ました。植物にどんな物語があるの
か読んでみてください。

「植物ずかん」

『花屋さんが言うことには』
山本 幸久∥著、ポプラ社

私たちの生活の中には、さまざまな毒が存在して
います。身近にひそむキケンを学びましょう。

「毒の世界」（2階）

『みんなが知りたい!不思議な「毒」のすべて』
「毒のすべて」編集室∥著、

メイツユニバーサルコンテンツ

デイキャンプ、オートキャンプ、ツーリ
ングキャンプ、グランピング、お家で出
来るキャンプ…どれを選びますか？

「キャンピング」

『自転車キャンプ大全』
田村 浩∥著、技術評論社

6月12日は「日記の日」です。日記の
中には秘密が隠されているかも…

「カルチャー～日記を覗くと～」

『秘密は日記に隠すもの』
永井 するみ∥著、双葉社

有名な「大切なものは、目に見えない 」
は『星の王子さま』を代表する一文です。

「『星の王子さま』出版80周年」

『星の王子さま 新訳』
アントワーヌ・ド・サン＝テグジュペリ∥作、阿部出版

「郷土の頁～学校物語①」
「ブックポケット」
のコーナー等もご利用ください。

〔こどもとしょかんからのおしらせ〕
●おさかなかいてね！

おとうさん
『おとうさんのこわいはなし』
かとう まふみ∥作・絵、岩崎書店

おかあさん
『ねえ!おかあさん』
藤本 ともひこ∥作・絵、ニコモ

雨をたのしむえほん
『ふしぎなかさやさん』
たなか 鮎子∥作、講談社

今月のおすすめ本～天気のお話～
『天気を知って備える防災雲図鑑』
荒木 健太郎∥著、文溪堂

　こどもとしょかんでは、さかなの絵
を募集します。
募集期間／6月1日（木）～6月22日（木）
用　　紙／カウンターでもらえます。

●郷土作家展示「飛山濃水の文学」
期　間／６月27日（火）～７月27日（木）
場　所／3階　雑誌架横

「こいのぼり」「ぞうさん」「はたけへいこうよ」
「このほんよんでね！」みなさんからのおすすめ絵本です。

絵　本：

　さかなの絵がかけたら、カウンターへ
出してください。さかなの絵は7月の絵本
コーナーで掲示します。楽しいさかなの
絵を待っています。

岐阜県図書館で開催された、「飛山濃水の文学」の展示を今回、美濃市
図書館で展示します。明治・大正・昭和に活躍した郷土作家11人（小説家８人、
児童文学作家３人）の足跡を辿り、彼らが残した言葉を伝える企画展示です。
郷土の作家たちの作品と出会えるこの展示をご覧ください。

「飛山濃水の文学」
『美濃』
小島 信夫∥著、
講談社

「飛山濃水の文学」
『あほろくの
川だいこ』
岸 武雄∥ぶん、
ポプラ社

https://www.lib.city.mino.gifu.jp/　☎35-2280
〒501-3701 美濃市殿町1571-2 小倉公園内

おすすめの
一冊
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仕事や家事で普段忙しくて健康診断が受診できない皆さんのために、日曜日に各種がん検診を一度に
受診していただける『みの総合健診デー』・『みのマンモサンデー』を設けました。

本年度の“みのマンモサンデー”は全3回（7月9日（日）、10月、2月）開催しますので、
ぜひご利用ください。
※マンモグラフィーや超音波検査は女性スタッフが担当します。

令和５年

７月9日は・・・日曜日に
「乳がん、子宮がん、胃がん、肺がん」検診を一度に受けられます。

多忙な毎日の
　　あなたへ

「みの総合健診デー」「みのマンモサンデー」のご案内

女性にやさしい
取り組み 〇

〇マンモグラフィーや超音波検査は女性スタッフが担当します。
キッズスペースを設けますので、お子様連れでお越しください。

◆と　き　７月9日（日）
◆ところ　みの健康管理センター（美濃病院内）
◆対　象

◆予　約 各検診は完全予約制です。「みの健康管理センター」に電話（33-5050）で
予約ください。希望する検診、時間、名前、住所、連絡先をお伝えください。
予約日／６月5日（月）～ 6月23日（金）
予約受付時間／月曜～金曜（祝日除く）13:00～17:00

※美濃市乳がん検診における診察ならびに視触診は国の指針に準じて廃止となりました。

みのマンモサンデー
“休日に乳がん検診を受診していただけます！”

＜美濃病院＞

日

　美濃市に住民票がある方　※当日は必ず受診券を持参してください。

種　類 内　容 対象者 時　間 定　員 自己負担

乳がん検診
（マンモ）

乳房レントゲン撮影
（マンモグラフィー） 40歳以上 8：30～12：00 40人 1,500円

乳がん検診
（超音波） 乳房超音波検査 30歳～39歳 8：30～12：00 40人 1,000円

子宮がん検診
（子宮頸部）

子宮入口の細胞を少し取っての
細胞診検査

（バスでの検診）
20歳以上 9：00～11：00 40人 500円

胃がん検診
（バリウム）

バリウムを飲んでの
胃部レントゲン撮影 40歳以上 8：30～11：30 15人 500円

肺がん検診 胸部のレントゲン撮影 40歳以上 8：30～12：00 50人 無　料
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